
　エアコンの控え過ぎによ
る体調不良に気をつけて、
無理のない範囲で節電をし
ましょう。
　室内でも熱中症にかかる
ことがあります。水分補給
を忘れずに。

冷
房
な
ど
の
使
用
に
よ
り
電
力
需
要
が
増
え
る
夏
。
７
月
〜
９
月
の
平
日
、
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
の
間
、
で
き
る
範
囲
で
の
節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
大
き
な
節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

右
記
の
電
気
製
品
以
外
に
も
、
消
費
電
力
の
大
き

い
次
の
製
品
は
使
用
時
間
が
重
な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

家
族
み
ん
な
で 

夏
の
節
電

夏の昼間（午後２時頃）によく使われる電気製品

エアコン
58％

冷蔵庫
17％

テレビ 5％
照明 6％

パソコン 0.4％

温水便座 0.6％
待機電力 3％

その他
10％

エアコンの
節電が重要です！

・電子レンジ
・ホットプレート
・食器洗い機
・トースター
・ＩＨクッキング
　ヒーター
・アイロン
・ドライヤー
・洗濯乾燥機
・浴室乾燥機
・掃除機

出典：資源エネルギー庁推計

日
中
の
節
電
が
重
要
で
す

　
夏
場
は
冷
房
需
要
が
増
え
、
１
日
の
中
で

は
午
後
４
時
台
に
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。
１
日
を
通
じ
た
節
電
を
心
掛
け

て
、電
気
製
品
は
平
日
の
日
中（
午
後
１
時
〜

５
時
）を
避
け
て
使
用
し
、
使
用
す
る
時
間
帯

が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
、
夏
の
日
中
に

ど
の
電
気
製
品
を
多
く
使
っ
て
い
る
の
？

　
家
庭
で
は
、
夏
の
日
中
に
使
用
す
る
電
気

の
約
６
割
を
エ
ア
コ
ン
が
占
め
て
い
ま
す
。

消
費
電
力
の
大
き
い
製
品
は
、
し
っ
か
り
と

対
策
を
と
る
こ
と
が
節
電
効
果
を
高
め
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

家
庭
で
で
き
る
節
電
メ
ニ
ュ
ー

エ
ア
コ
ン・

室
温
設
定
28
℃
を
心
掛
け
る

・
す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
窓
か

ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を

消
し
、
扇
風
機
を
使
う

・
フ
ィ
ル
タ
ー
を
こ
ま
め
に
掃
除
す
る

冷
蔵
庫

・
設
定
を｢

強｣

か
ら｢

中｣

に
変
え
る

・
扉
を
開
け
る
時
間
を
で
き
る
だ

け
減
ら
す

・
食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

テ
レ
ビ

・
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す
る
と
と

も
に
画
面
の
輝
度
を
下
げ
る

・
必
要
な
時
以
外
は
主
電
源
を
切
る

照

　明
・
日
中
は
照
明
を
消
し
て
、
夜
間
も

照
明
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
省
エ
ネ
型
の
照
明
器

具
に
交
換
す
る

温
水
便
座・

便
座
保
温
・
温
水
の
オ
フ
機
能
、

タ
イ
マ
ー
節
電
機
能
が
あ
れ
ば

利
用
す
る

待
機
電
力・

リ
モ
コ
ン
の
電
源
で
は
な
く
本
体

の
主
電
源
を
切
る

・
長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

で
ん
き
予
報

（
電
力
の
使
用
状
況
）

　
九
州
電
力
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
本
日
の

で
ん
き
予
報
」
（
日
々
の
需
給
状
況
）
と

「
週
間
で
ん
き
予
報
」
（
週
間
の
需
給
見
通

し
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

九
州
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.kyuden.co.jp/

緊
急
時
の

節
電
ご
協
力
お
願
い
メ
ー
ル

　
電
力
の
需
給
状
況
が
大
変
厳
し
い
場
合
、

携
帯
電
話
に
「
緊
急
時
の
節
電
ご
協
力
お
願

い
メ
ー
ル
」
を
配
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
配
信

に
は
、
携
帯
電
話
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録

が
必
要
で
す
。

九
州
電
力
携
帯
電
話
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kyuden.jp/

●
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課
（
合
志
庁
舎
）
　

☎
（
２
４
８
）
１
２
０
２
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第
１
分
団

出
分
、
上
古
閑
、
御
領
、
野
付

緒
田
浩
一

52人

第
２
分
団

日
向
、
上
町
、
下
町
、
横
町

岡
田
晃
治

67人

第
３
分
団

二
子
、
油
古
閑

野
田
泰
謙

27人

第
４
分
団

上
庄
上
、
上
庄
下

池
田
雅
和

46人

第
５
分
団

原
口
、
原
口
下

新
永
崇
博

41人

第
６
分
団

平
島
、
鹿
水
、
中
林
、
後
川
辺

村
上
秀
一

59人

第
７
分
団

生
坪
、
弘
生
、
江
良
、
高
木

入
江
誠
也

36人

第
８
分
団

辻
久
保
、
小
合
志
、
立
割
、
黒
松

工
藤
浩
司

46人

第
９
分
団

東
、
湯
ノ
端
、
外
園
、
中
尾
、
灰
塚

野
口
範
久

47人

第
10
分
団

北
、
本
村
、
辻
、
城
、
上
生

藤
森
幸
男

59人

第
11
分
団

大
池
、
若
原
、
御
代
志

安
田
秀
一

59人

第
12
分
団

新
開
、
黒
石
団
地
、
黒
石
、
木
原
野

松
岡
祥
仁

47人

第
13
分
団

須
屋
、
上
須
屋
、
堀
川

松
永
博
貴

54人

第
14
分
団

南
群
、
上
群
、
下
群
、
黒
石
原

高
来
　
登

59人

本
部
機
動
班

市
役
所
職
員

白
濱
　
裕

41人

中川幸次

酒井研一

志垣健二

白井仁史

塚本聖士
団長

副団長

分団（分団長・隊長名、人数、地区）

新
消
防
団
長
就
任
あ
い
さ
つ

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
消
防
団

地域の分団を紹介します ─ 消防団組織図 ─
　６月８日に開催された第５回市消防操法大会。28
チームが、ポンプやホースの操作の正確さ・迅速さな
ど、日頃の訓練の成果を披露しました。
　優勝した本部機動班は、８月３日に人吉市で開催さ
れる県消防操法大会小型ポンプの部に出場します。

操法大会で訓練の成果を披露
　本市の消防団は、団長以下、副団長4人、分団長15
人、分団員725人の総勢745人で組織されています。
　次の15の分団が市内の各地域で活動しています。

上位入賞団体

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

本部機動班（市役所職員）

第4分団第2部（上庄上・上庄下）

第4分団第1部（上庄上・上庄下）

第13分団第1部（須屋・上須屋・堀川）

第11分団第2部（大池・若原・御代志）

　
４
月
１
日
に
市
消
防
団
４
代
目
団
長
を

拝
命
し
就
任
し
ま
し
た
、
塚
本
聖
士
で
す
。

　
私
た
ち
消
防
団
員
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
自
分
た
ち
で
守
る
べ
く
、
日
頃
か
ら
消
防

団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
普
段
は
各

自
の
職
業
に
つ
き
な
が
ら
、
火
災
や
災
害
が

発
生
し
た
時
は
、
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ

駆
け
つ
け
、
地
域
で
の
経
験
を
活
か
し
た
消

火
活
動
を
行
な
い
ま
す
。
非
常
時
以
外
に

も
、
休
日
や
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
は
、
消
火

活
動
を
迅
速
に
行
な
う
た
め
の
消
火
・
規
律

訓
練
な
ど
に
励
み
、
ポ
ン
プ
車
で
地
域
を
巡

回
す
る
警
戒
活
動
や
年
末
夜
警
、
祭
り
な

ど
の
地
域
行
事
へ
の
協
力
や
清
掃
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
社
会
環
境
・
雇
用

情
勢
の
変
化
に
伴
い
全
国
的
に
団
員
数
が

減
少
す
る
な
か
、
本
市
で
も
新
入
団
員
の
確

保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の

意
識
の
持
ち
方
や
、
経
済
情
勢
の
大
き
な
変

化
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
誰

も
が
消
防
団
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境

を
自
分
た
ち
で
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
地
域
に
密
着
し
た
消
防
機
関
と
し
て
、
地

域
住
民
と
の
結
び
つ
き
や
防
災
力
の
強
化

は
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
消
防
団
を
取
り
巻
く
現
状

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
10
年
後
、

20
年
後
に
、
合
志
市
消
防
団
が
更
に
強
い
団

結
力
を
持
つ
た
め
に
、
今
で
き
る
事
に
精
一

杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

左から酒井副団長、中川副団長、塚本団長、
志垣副団長、白井副団長

競
技
に
取
り
組
む
選
手
た
ち
は
真
剣

そ
の
も
の
で
す

塚本聖士　団長

9 2014 広報こうし7月
KOSHICITY PUBLIC RELATIONS


